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各  指定都市  社会福祉法人担当課（室） 御中 

中 核 市 

 

厚生労働省社会・援護局福祉基盤課 

 

 

「社会福祉法人の財務諸表等電子開示システム」分析用スコアカード（法人向け）の 

提供開始について 

 

 

社会福祉法人制度の推進につきましては、日頃よりご尽力を賜り厚く御礼申し上げます。  

さて、「社会福祉法人の財務諸表等電子開示システム」は、法人運営の透明性の確保や

国民に対する説明責任を果たす観点から、社会福祉法（昭和 26 年法律第 45 号）に基づき、

平成 29 年度から独立行政法人福祉医療機構において運用しています。 

本システムでは、現況報告書等の公表のほか、分析に係る機能も備えており、届出に基

づく法人の運営状況等の集約結果を公表するとともに、令和６年度からは所轄庁に対して、

所管する法人の財務諸表等から収益性、安定性、持続性、合理性、効率性、経営自立性

の観点から指標化した、分析用スコアカードや計算書類及び経営指標を CSV 形式したファ

イル（分析用 CSV ファイル）を提供しているところです。 

これまで、分析用スコアカード等は、所轄庁において、管内法人の経営状況等を的確に

捉え、適時の指導を行うことに資するよう積極的な活用をお願いしてきたところですが、先

般、厚生労働省において開催した「2040 年に向けたサービス提供体制等のあり方検討会」

では、法人においても、分析用スコアカードの活用などにより、所轄庁の支援も得ながら、

自らの経営状況に対する認識を深め、課題の早期発見・早期対応につなげていく必要があ

る、との意見がとりまとめられたところです。 

これを受けて、令和７年 10 月から法人に対しても自法人に関する分析用スコアカードの

提供を開始することとしたのでお知らせします。 

都道府県におかれましては、管内一般市（特別区含む）に周知いただき、所轄庁におい

ては管内法人等への情報提供をお願いします。 

また、所轄庁におかれましては、高齢化や人口減少が進む中、地域において必要不可

欠な福祉サービスの提供体制を確保する観点から、管内法人の安定的な事業運営が図ら

れるよう、必要な連携、支援等をお願いします。 

 

 



（別添） 

『財務諸表等電子開示システム』の変更点及び入力操作等について（令和７年 10 月） 

 

 

【照会先】                              

厚生労働省社会・援護局福祉基盤課法人経営指導係 

電話番号 03-5253-1111（内線 2871）            



（社会福祉法人用）分析用スコアカードのダウンロード方法等について

令和7年10月

『財務諸表等電子開示システム』の変更点及び
入力操作等について



（社会福祉法人用）分析用スコアカードのダウンロード方法等について

１.社会福祉法人の財務諸表等電子開示システム
主な変更点について



（社会福祉法人用）分析用スコアカードのダウンロード方法等について

2

社会福祉法人の財務諸表等電子開示システムの主な変更点（2025年10月以降）につ
いて説明します。

変更点① 社会福祉法人が自身の分析用スコアカードをダウンロードできるようになりました。

概要



（社会福祉法人用）分析用スコアカードのダウンロード方法等について

3

（１）分析用スコアカードの社会福祉法人用ダウンロード画面の追加 ３
１．入力機能（社会福祉法人）
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（社会福祉法人用）分析用スコアカードのダウンロード方法等について
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社会福祉法人　スコアカード

基本情報
事業所数

1 2
2 2
3 1
4 1
5

主要６指標による評価

経営指標推移

4 計算式

指標の解説

判定値
<0％
判定値の解説

事業分野 収益規模 事業分野 収益規模 事業分野 収益規模 事業分野 収益規模 事業分野 収益規模 事業分野 収益規模

複数事業分野 5億円未満 複数事業分野 5億円未満 介護単独 5～10億円 介護単独 5～10億円 介護単独 10億円以上 介護単独 10億円以上

-0.100% 1.410% 1.349% 1.123% 1.112% 1.300% 1.235% 1.201% 1.007% 1.108% 1.238% 1.451% 1.532% 1.001% 1.101%

13
計算式

国（平均） 都道府県（平均）

流動比率 105.000%

流動資産 ÷ 流動負債　（％）
・流動資産：貸借対照表
・流動負債：貸借対照表

前々年度（2022年度） 前年度（2023年度） 当年度（2024年度）

当該法人

国（平均） 都道府県（平均）

当該法人

国（平均） 都道府県（平均）

当該法人

経常増減差額率 -0.100%

経常増減差額 ÷ サービス活動収益計　（％）
・経常増減差額：事業活動計算書
・サービス活動収益計：事業活動計算書

社会福祉法人の主目的は利益獲得ではないが、安定的・継続的に福祉サービスを提供するためには、一定の
収益性を確保することが重要。本指標は、法人の収益性を理解する上での基本指標である。

マイナスとなる場合、主とする事業に金融取引等を加減算した結果で赤字が発生している状態を示し、マイナ
スが継続する場合、将来的な財務状況の悪化につながる可能性がある。

説明
①経常増減差額率は、法人の収益性を理解する上での基本指標である。
②流動比率は、短期支払い義務に対する支払能力を示す指標である。
③固定長期適合率は、固定資産の整備に関わる資金調達のバランスを示す指標である。
④借入金償還余裕率は、法人にとっての元利金返済の負担の大きさを示す指標である。
⑤事業活動資金収支差額率は、当年度の事業活動による資金収入と資金支出のバランスを示す指標であ
り、資金の獲得能力を表す。
⑥正味金融資産額・減価償却累計額比率は、将来の設備更新に備え、どの程度の資金が確保されているか
を把握することができる。

都道府県等からのコメント

主要６指標

収益規模 5億円未満 5～10億円 10億円以上

メールアドレス toiawase-madoguchi@wam.go.jp

前々年度（2022年度） 前年度（2023年度） 当年度（2024年度）

法人名称 社会福祉法人○○○○会 提供サービス
所在地 東京都港区虎ノ門４丁目3丁目１３ 障害者支援施設（施設入所支援）

事業分野 複数事業分野 介護単独 介護単独

所轄庁 東京都 居宅サービス事業（訪問介護）
ホームページ https://www.wam.go.jp/hp/
連絡先 03-9999-9999

居宅サービス事業（訪問看護）
居宅サービス事業（特定福祉用具販売）
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３.入力機能（社会福祉法人）
（１）分析用スコアカードの社会福祉法人用ダウンロード画面の追加

U
P
D
AT
E

変
更
点
①

新規画面

【分析用スコアカード】

社会福祉法人の財務諸表等入力メニュー
に「分析用スコアカード」をダウンロードする
「スコアカードの入手」画面が追加されました。
・「分析」タブより表示されます。
・分析用スコアカードを法人自身で閲覧することができ、
経営についてより多くの観点から視覚的に比較できるよう
になります

法人の基本情報、直近3か年の
事業分野と収益規模、提供
サービスと事業所数、主要6指
標による直近3か年のレーダー
チャートを表示しています。（全
法人集計後取りまとめ版のみ。
即時提供版は当年度のグラフが
表示されません）

経営指標毎に自法人、事業分野平均(国、都道府
県)、収益規模平均(国、都道府県)及びそれらの直
近3カ年の推移を折れ線グラフで表示します。また、指
標の説明、見方、基準値範囲を表示します。 （全法
人集計後取りまとめ版のみ。即時提供版は当年度の
グラフが表示されません）

経営指標において基準値
範囲外の場合は、赤色で
表示します。

レーダーチャートや
ランクの定義等を
説明を記載してい
ます。

参考指標の初期表示は詳細が折りたたま
れた状態ですが、詳細を確認する場合は、
折りたたみを解除することで確認が出来ます。



（社会福祉法人用）分析用スコアカードのダウンロード方法等について

２.（社会福祉法人用）
分析用スコアカードのダウンロード方法等について



（社会福祉法人用）分析用スコアカードのダウンロード方法等について
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▼「分析用スコアカード」とは

分析用スコアカードは、収益性、安定性、持続性、合理性、効率性、経営自立性に係る指標を表示しており、
①法人基本情報、②提供サービス及び事業所数、③レーダーチャート、④中区分、経営指標名称、⑤3年間
の推移（グラフ）、⑥基準値と指標の説明、⑦ 3年間の推移（表）から構成されています。

◆分析用スコアカード

① ②

④

③

⑤
⑥

⑦

6



（社会福祉法人用）分析用スコアカードのダウンロード方法等について

▼システムへのログイン方法

システムへのログイン方法については、上記のとおり、２つの方法があります。
【方法１】または【方法２】からログイン画面へアクセス後、ユーザーIDと仮パスワード（一度ログインした後は変更済み
のパスワード）を入力し、ログインします。

◆システムへのログイン
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（社会福祉法人用）分析用スコアカードのダウンロード方法等について

▼スコアカードのダウンロード方法 1/3

① 年度を選択します（例では “令和7年度“ を選択しています。）
・令和6年度以降が選択可能（令和5年度以前は選択不可）です。

② 「全法人集計後取りまとめ版」か「即時提供版」のボタンを押してダウンロードします。
・「即時提供版」は、届出を行った時点で作成され、「全法人集計後取りまとめ版」は、届出締め切り後、届出された情報をもとに
集計されます。（例では「全法人集計後取りまとめ版」はダウンロードできない（ボタンの色が薄い）状態です）

8

②

①

※分析用スコアカードの見方については、「財務諸表等電子開示システム分析用スコアカード仕様書」をダウンロードしてご確認ください。

◆「スコアカードの入手」画面での操作

※



（社会福祉法人用）分析用スコアカードのダウンロード方法等について

▼スコアカードのダウンロード方法 2/3

③ ②でクリック後「ダウンロードしますか」のウインドウが開きますので『はい』をクリックします
◆「スコアカードの入手」画面での操作

9

③



（社会福祉法人用）分析用スコアカードのダウンロード方法等について

④ ダウンロードが完了すると、Excelファイルが表示されますので任意の場所に保存してください。
これでスコアカードのダウンロードは完了です。

◆「スコアカードの入手」画面での操作

10

④

▼スコアカードのダウンロード方法 3/3

※ダウンロードのウインドウ表示は、お使いのシステム環境によって異なります。

④



（社会福祉法人用）分析用スコアカードのダウンロード方法等について

⑤ ダウンロード対象のファイルが存在しない場合、「ダウンロード対象のファイルが存在しません」のメッセージが出ます。
・「全法人集計後取りまとめ版」は、現況報告の届出締切後、集約結果の公表時点以降にダウンロードできます。

◆ダウンロードのエラー表示

11

⑤

▼（参考）ダウンロードができない場合の表示


